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１．はじめに1 
近年，インターネットの普及により，Web ブラウジングが
盛んに行われるようになった．それに伴い，Web ページの
情報の利用と並行した文書作成が行われている．しかしな

がら，文書作成にあたっては，文書作成ソフトとWebブラウ
ザを別々に使用しなければならない現状である．この問題

に対してブラウジング機能の強化によって解決を試みる研

究がされている[1‐7]．しかしながら，情報検索と一体化し
た文書整形ツールについてはほとんど報告されていない．

そこで本稿では，Webページを素材として張り合わせること
で多彩な文章を作成するツール“Web-Dctor ” (Web 
based Document Editor)を提案する． 
 

２．Web-Doctor 
まず，Web-Doctorの概要を示す．Web-Doctorは，
図 1のチャート図に示す手順により文書を作成する． 
 
 
 
 
 
 
 
  図 1：文書作成のチャート図 
2.1 文書内単語のWebからの検索 
 文書内の単語をドラッグにより選択し，右クリック

から絞り込み単語（図 2 における“～について，～と
は”）を選択する．絞込み単語を選択すると，新たにウ

ィンドウが開き検索結果が表示される（図 3）． 
Web-Doctorでは，検索に外部の検索サーバを利用し，
選択された単語と絞り込み単語を連接して検索ワード

として送信する． 
2.2 検索結果からの情報抽出 
 ユーザは検索結果から作成中の文書に適したWebペ
ージを逐次参照することが可能である（図 4）． 
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図 2：単語を選択後の右クリックの様子 

 
  図 3：検索結果 

 
  図 4：検索結果の参照（裏面：初期表示画面，
前面：次の参照結果） 
 
また，検索結果のWebページ内から自分で利用した
い部分をドラッグで選択し，ツールバーから“選択貼

り付け”を選択することで情報を抽出できる．また，

Webページ全体を選択したい場合，ツールバーから“貼
り付け”を選択することで，Web ページ全体が抽出さ
れる． 
2.3 文書内への貼り付け 
 抽出された情報は，単語の選択を行った文書内に貼

り付けられる．図 5の①は検索結果のWebページ，②
は単語を選択した文書，③は抽出された情報である． 
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 図 5：文書内貼り付け後 
 
文書内に貼り付けられることで，元の文書は検索情報を

含めた新たな文書（図 5‐②）となる．また，引用元の URL
（図 7‐①）を文書に付加している．これは，引用元の URL

の明示により著作権問題を回避するためである． 

また，本システムでは，抽出された情報と付加された

URL を操作することはできない． 
2.4 絞り込み単語編集機能 
 ユーザにとって絞り込み単語が，“～について”や“～と

は”だけでは不十分である．ユーザによって使用する絞り込

み単語群は異なるため，それぞれのユーザが自分の用途

に合わせて絞り込み単語の追加，削除が必要である． 
 
３． 開発環境 
 Web-DoctorはFirefox[8]の拡張機能で作成されてい
る．FirefoxとはMozillaFoundationが開発・公開して
いるオープンソースのブラウザである．拡張機能は，

XMLでユーザのインターフェースを記述する“XUL”
[9]と，Web上で広く扱われているスクリプト言語
“JavaScript”で容易に追加することが可能である．
これは，Mozilla独自の機能である．XULによる独自の
ボタンやポップアップの追加が可能である．

JavaScriptではWebページのDOM[10]の操作により，
選択されたDOMツリーの複製，文書内への新たな
DOMツリーの追加，変更操作が実現可能である．ブラ
ウザの機能拡張による実装のため，全てのWebページ
を対象とすることが可能である． 
 
４． 参考事例 
 上記で述べた機能を用いた使用例を示す．まず，“金閣

寺”とだけ書かれた簡単な Web ページがある（図 6）．同ペ
ージ上で“金閣寺”を選択し，金閣寺についての検索結果

が表示される．検索結果を参照して適切な Web ページを
探し出し，そこから金閣寺の図と，金閣寺の説明文を選択

し，元の簡単なページに貼り付ける．貼り付けた結果が図 7

である．このように，マウス操作だけで多彩な文書を作ること

が可能である． 

 
  図 6：初期文書 

 
  図 7：完成文書 
 
５． おわりに 
 本稿で提案したWeb-Doctorにより，Web コンテンツの 2
次利用による文書作成ツールを提案した．これにより，少な

い手順で自己完結的で多彩な文書を作成することが可能

となると思われる．今後は，文書作成の効率性を評価する

ための被験者実験が課題である． 
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